
 

 

 

 

 

イチョウは「生きた化石」といわれてるんだって!? 

 イチョウが一年で一番目立つのは、葉が美しい黄色になる、秋の終わり頃です。 

 イチョウは、「生きた化石」といわれることがあります。また、どこにでも生えていると思

われがちなイチョウですが、不思議なことに、人が住んでいない山の中では、ほとんど見るこ

とができません。 

 化石などの調査から、イチョウの仲間は以前10種類以上あり、１億５千万年前には、地球上

の多くの場所に生えていたことがわかっています。ところが、恐竜が絶滅した６千６百万年

前、イチョウのほとんどは絶滅してしまい、中国の奥地に、たった１種だけ生き残ったのが、

現在見られるイチョウなのです。また、化石で見られる葉の様子は、今と少しも違っていませ

ん。イチョウが「生きた化石」といわれるのはそういう理由があるからです。 

 イチョウがよく見られるのは、道路や公園、神社やお寺、学校

など、人が生活している場所か、その近くです。このことから、

日本で見られるイチョウは、自然に生えたものではなく、人が植

えたものだということがわかります。 

 イチョウが、いつごろ中国から日本に伝わったのかは、まだよ

くわかっていません。しかし、千年以上前であることは確かで

す。秋に美しく黄葉し、幹は材木になり、葉や種子は薬や食べ物

になるので、あちこちに植えられた結果、どこにでも見られる木になったのでしょう。 

 このように、日本では身近に見られるイチョウですが、ヨーロッパに持ちこまれたのは、17

世紀後半になってからです。当時、日本を旅したドイツの博物学者エンゲルベルト・ケンペル

が、珍しい木として、ヨーロッパに紹介したのが最初と言われています。その後あちこちに植

えられ、今ではヨーロッパだけでなく、アメリカの東海岸でもよく見られる木の一つになりま

した。 

 さて、イチョウの種子であるギンナンは、食べればほろ苦くおいしいです

が、種子のまわりは、我慢できないほどの匂いです。しかし街路樹のイチョウ

には、ギンナンができません。神宮外苑や甲州街道には見事なイチョウ並木が

ありますが、その下にはギンナンが落ちていません。実は、イチョウには雄の花しか咲かない

雄の木と、雌の花しか咲かない雌の木があり、ギンナンは雌の木にしかできないのです。街路

樹として植える場合は、ギンナンができないよう、雄の木だけを植えるのが普通だからです。 

 東京都福祉保健局のホームページには「食品衛生の窓」というページがあります。それによ

ると、ギンナンを一度に多く食べると、おう吐、下痢、呼吸困難、けいれんなどを起こすこと

があるそうです。しかし、中毒例として挙がっているのは、いずれも50個以上食べた際のもの

ですから、少し食べるくらいは問題ないようです。（Ｔ.Ｙ.） 
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